第４回　教育文化部会　活動報告
日　時:平成２２年１０月１２日（火）１９：００～２１：００ 

場　所:小出公民館　２階　会議室

１　あいさつ　　部会長

２　報告

1 「男女平等社会づくりに向けた市民意識調査」アンケート調査について

・魚沼市まちづくり委員会に対して調査依頼があったのでお願いしたい。

　

2 第２回魚沼市まちづくり委員会全体会について
期日　１０月３１日(日)午後１時３０分～午後４時３０分

会場　小出ボランティアセンター

内容　①まちづくり委員会って何？（会長より15分）

　　　②部会中間報告（40分）

　　　　・各部会10分、報告様式を統一、発表者は部長

　　　③魚沼市総合計画後期基本計画原案について（90分）

　　　　・経過報告（代表座長　5分）

　　　　・総合計画原案説明（各座長）6部会（各10分で55分）

　　　　・質疑応答（15分）

　　　　・意見聴取（15分）

　　　④魚沼市集中改革プラン骨子案について（20分）

　　　　・集中改革プラン骨子案説明（市長公室行政改革班　10分）

　　　　・質疑応答（10分）

      ⑤懇親会　原則まちづくり委員会部会委員

・会場　小出商工会館　・会費　3,000円

３　協議題

1 教育文化部会のテーマの絞り込みのため２班にわかれてワークショップを実施

　　1班、2班に分かれて実施
2 次回の日程　１１月１７日(水)19：00　小出庁舎３階委員会室
｛3｝ワークショップ結果（1班＆2班）
第１班
・テーマの間口が広いとまとまらない。大きなくくりが必要。行政と直結できるように「学校教育」・「文化振興」・「生涯学習」の３本柱が良いのではないか。

・３つの優先順位はどうなるのか？

・１、学校教育　２、文化振興　３、生涯学習　と思うが。

・今まで多かった意見は学校教育に関することだった。

・魚沼市独自の学区制ができたら良いと思う。文系、理系などそれぞれの学校に特色を持たせる。

・学校にかたよりがでるのではないか。通学バスの問題なども出てくる。

・３本柱を全体的なものとしてまとめて提言した方が良いと思う。

＜学校教育＞

· 一学区制の導入。各学校の特色作り。それぞれの学校で理数系、文系、スポーツ系、音楽系などで特に時間を作り力を入れる。

・学校毎の特色を出せるような教育行政。特色ある教員の配置。

・学校間の生徒間交流（学校訪問交換会）。学校間の交流教育（スポーツ、芸術文化、自然体験）

・親塾の開催。子どもは親に準じる。親の教育や家庭での躾の方法等を教える必要がある。

・現場主義に徹した地域学習。学校教育に地域文化を導入するために、地域活動に子どもを参加させる風潮にする。

・学校は基礎学力をつけることが優先。学校の先生は忙しい。部活動などは多くしないで地域指導を進めていく。

・学校のスポーツ指導（部活）に地域スポーツ団体の協力、交流。学区を越えた「クラブチーム」の育成。

・魚沼市小中学校統一の教育ビジョン・教育憲章づくり。国際交流、自然体験学習、文化活動など各学校ではなく市全体の計画の下で実施するものを確立。

・文化活動、スポーツ等（部活動）の種類が多すぎる。チームなど人数不足になり選択にも迷う。

・教科書や教育方法、手段等を学校毎に選択して進めることがどの程度可能か？

・学力テスト、体力レベルの結果を公表した方が良い。序列が分かることはマイナスでないと思う。

・子どもたちの感性を磨く場が必要。スポーツ、芸術文化、自然体験など学区を越えて学ぶ。

・魚沼流人材教育システム（教育特区、独自性）

・小中学校学区の再編。学校統廃合で適正規模にする。（1学年2学級以上）

・市幼児教育の一元化（保育所は市営、幼稚園は民営）

・小中学校の基礎学力重視（基礎学力を国平均以上に）

＜文化振興＞

・文化団体の育成について交流事業を計画的に進める。

・伝統文化（芸能・技術）の発掘と促進。

・伝統文化行事の自治体及び地域での記録保存。

・文化会館、文化協会、学校と連携した事業（子ども芸能祭、子ども音楽祭、子ども祭り）

・学校と地域がバラバラで指導している。教育現場と地域団体の一体化。

・文化協会・体育協会の充実。市の後援強化。

・各地域の文化活動の掘り起しと地域芸能の確立。

・文化会館事業などでのアーチストによる学校訪問の充実。

・芸術文化・スポーツの鑑賞講座、ワークショップ・アウトリーチ事業など予算化。

・教育委員会で文化協会、体育協会、文化会館のマネジメントを専門団体などに委託するための予算づけをする。

＜生涯学習＞

・子ども高齢者まで皆が学べる地域コミュニティの構築。

・文化サークルへの高齢者活動支援。

・学校と地域との連携強化。（体験学習・地域の先生・社会への関り方）

・総花的ではなく継続性のある体制と団体の自立を促す。

・文化財の積極活用方策。

・世代間交流による文化伝承。年１回程度ではなく、年６回程度の機会が必要。

・生涯学習の文化部門と文化振興の講座部門が重複しないような整理が必要。

· 公民館活動の位置づけを明確にする。

＜全体として＞

・干溝の学校再編は大変だった。地域はどう思っているのだろうか。

・入広瀬地域は了解していると思う。

・学校を残すための再編ではなく、大きく統合する再編でないと最後は地域の了解が難しくなる。

・小学校は残したとしても中学校は再編が必要である。

・音楽・スポーツなどの大会は学校単位になっている。国の制度に関わるがクラブチームなども大会に参加できるシステムがあった方が良い。

・今までの話の中では「学校教育」が１番太い柱の核になるようだ。学校の運営システムから「文化振興」「生涯学習」につなげていく方向が良いと思う。

第２班
8/18第２回ワークショップのまとめを参考に絞り込みを行う。

キーワードから各人の意見を徴した。

・核家族化により交流が少なくなっている。また地域の繋がりも少なくなっている。

当たり前のことができない子どもが増えている。

このことから、異年齢交流、国際交流事業の重視。

・いろいろな価値観がある。地域の中でも価値観の異なる人がいる。

　地域の中での体験・交流を通じていろいろな価値観を共有する。

・交流をキーワードとする。いろいろな交流を通じて、特色ある学校づくりをする。

・いろいろな交流がある。継続していくことが大切。

　スポーツ交流→県外遠征→継続性　　　　レベルの向上

　スポーツを盛んにすることにより地域の活性化図る。

・伊米ヶ崎魂→特色ある学校→特色ある地域→特色ある魚沼

　学校を通じた地域の活性化　　校区を中心として地域の活性化

　鉛筆の持ち方、読み書き　　家庭学習、家庭教育

・規範意識の醸成、基礎学習の徹底。　校長によって学校経営が変わる。

　教育関係者との情報交換。

・交流が重要。交流による太い絆づくり。

　地域の中心に学校がある。学校を中心とした地域づくり。

　特色ある学校づくりは、特色ある魚沼づくり。

　そのためには、教育理念、ビジョンが必要なのではないか。

まとめ

　提言　教育理念、教育ビジョンの策定

　　　　　教育理念、教育ビジョンの下に実践的な施策を策定
教育理念・ビジョン

特色ある魚沼


地域・コミュニティ

学校(子どもたち)

                  

異年齢交流　　　　　　　　　　　　　　　文化

　　　　　　スポーツ　　　　家庭(PTA）
